
 
プリウスα の ECB エア抜き⽅法 
(ZVW40 型系) 
 
 
- 注意 - 
・ﾌﾙｰﾄﾞｴｱ抜きはｼﾌﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝ P およびﾊﾟｰｷﾝｸﾞﾌﾞﾚｰｷ

を効かせた状態で⾏います｡ 
・ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀからのﾌﾙｰﾄﾞﾘﾘｰｽによりﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞがあ

ふれる事がある為、ﾌﾙｰﾄﾞ⽸はﾘｻﾞｰﾊﾞ注⼊⼝に⽴て
ないで下さい。 

・ﾌﾙｰﾄﾞｴｱ抜き作業中はﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞをﾘｻﾞｰﾊﾞの
MIN-MAX ﾚﾍﾞﾙの間を保つよう補充しながら⾏っ
て下さい。 

・ﾘｻﾞｰﾊﾞのﾌﾞﾚｰｷｱｸﾁｭｴｰﾀﾁｭｰﾌﾞ No.1(ﾌﾞﾚｰｷﾌﾞｰｽﾀﾎﾟﾝ
ﾌﾟ ASSY-ﾘｻﾞｰﾊﾞ間ﾁｭｰﾌﾞ)取付けﾎﾟｰﾄよりﾌﾙｰﾄﾞ液
⾯を低下させ、ﾁｭｰﾌﾞ内にｴｱが混⼊すると、ﾌﾙｰﾄﾞ
ｴｱ抜き作業中のﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀ駆動によりﾌﾞﾚｰｷﾌﾞｰｽﾀﾎﾟ
ﾝﾌﾟ ASSY 内にｴｱが噛み込み、ｴｱ抜き困難となり
ます。 

・ﾌﾙｰﾄﾞｴｱ抜き実施中にｱｷｭｰﾑﾚｰﾀ圧低下によりﾌﾞｻﾞｰ
が作動する場合がありますが、異常ではありませ
ん。 

・ﾌﾙｰﾄﾞｴｱ抜きの際、ﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀ保護のため連続駆動は
100 秒以内で⾏い、ﾍﾟﾀﾞﾙを解放してﾎﾟﾝﾌﾟﾓｰﾀ駆
動を⼀旦停⽌させます。 

・ﾌﾙｰﾄﾞｴｱ抜き作業により、ﾀﾞｲｱｸﾞﾉｰｼｽｺｰﾄﾞが記憶さ
れた場合は、ﾌﾙｰﾄﾞｴｱ抜き完了後ﾀﾞｲｱｸﾞﾉｰｼｽｺｰﾄﾞ
を消去します。 

・塗装⾯にﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞを付着させないよう注意して
下さい。付着した場合はただちに洗い落として下
さい。 

 
 

 ･ﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞがﾘｻﾞｰﾊﾞの MIN-MAX ﾚﾍﾞﾙにあ
る事を確認し、必要に応じて補充して下さい。

1. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁが OFF である事を確認し、
TPM1000 を⾞両に接続します。 

2. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁを ON にします。（ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを
踏まずに、ﾊﾟﾜｰ(ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝ)ｽｲｯﾁを 2 回押しま
す） 

3. [ 診断 ] を選択します。 

 

4. [ TOYOTA ]を選択します。 

 

5. [ 作業ｻﾎﾟｰﾄ ]を選択します。 

 

6. [ ABS/VSC ]を選択します。 

 

7. [ ｴｱ抜き ]を選択します。 

 

8. [ 通常のｴｱ抜き ]を選択します。 

 

 
･ﾌﾞﾚｰｷﾌﾞｰｽﾀﾎﾟﾝﾌﾟ ASSY、ﾌﾞﾚｰｷﾌﾞｰｽﾀ ASSY(ﾏ
ｽﾀｼﾘﾝﾀﾞﾂｷ)およびﾌﾞﾚｰｷﾏｽﾀｼﾘﾝﾀﾞﾘｻﾞｰﾊﾞ ASSY
交換後は、「ｱｸﾁｭｴｰﾀ交換後」を選択します。



9. 注意事項を確認し、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して下さ
い。 

 

10. 前提条件を確認して下さい。 

 

11. ﾘｻﾞｰﾊﾞﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ⽤ｺﾈｸﾀを外し、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを
押して下さい。 

12. ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだ状態で、RR 輪(ﾘﾔ右)のﾌﾞ
ﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを緩めて、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して下
さい。 

 

13. ｴｱが抜けるまでﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏み続け、ｴｱが
抜けたら、ﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを締め、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを
離して下さい。 
その後[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、次のｽﾃｯﾌﾟに進み
ます。 

 

14. ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだ状態で、RL 輪(ﾘﾔ左)のﾌﾞ
ﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを緩めて、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して下
さい。 

 

15. ｴｱが抜けるまでﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏み続け、ｴｱが
抜けたら、ﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを締め、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを
離して下さい。 
その後[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、次のｽﾃｯﾌﾟに進み
ます。 

 

16. ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙをﾍﾟﾀﾞﾘﾝｸﾞ後、ﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだ状態
で、FL 輪(ﾌﾛﾝﾄ左)のﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを緩めて、
[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して下さい。 

 

17. ｴｱが抜けたら、ﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを締め、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞ
ﾙを離して下さい。 
その後[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、次のｽﾃｯﾌﾟに進み
ます。 

 



18. ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙをﾍﾟﾀﾞﾘﾝｸﾞ後、ﾍﾟﾀﾞﾙを踏んだ状態
で、FR 輪(ﾌﾛﾝﾄ右)のﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを緩めて、
[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して下さい。 

 

19. ｴｱが抜けたら、ﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞを締め、ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞ
ﾙを離して下さい。 
その後[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、次のｽﾃｯﾌﾟに進み
ます。 

 

20. ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀの減圧→蓄圧を画⾯に従い⾏いま
す。 
同じ作業を画⾯の⼿順に従い、6 回⾏います。

 

 画⾯右上に 1/6 から 6/6 までｶｳﾝﾄが表⽰され
ます。 

21. ｱｷｭｰﾑﾚｰﾀを減圧しています。 
残り時間のｶｳﾝﾄが 0 になると、⾃動的に次の
画⾯が表⽰されます。 

 

22. ABS ﾓｰﾀﾎﾟﾝﾌﾟが停⽌し、作動⾳が聞こえなく
なったら、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して下さい。 

 

23. ⼿順 20 から 22 までを計 6 回終了すると、次
のｽﾃｯﾌﾟに進みます。 
ﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞをﾘｻﾞｰﾊﾞﾀﾝｸの MAX ﾗｲﾝに調整し、
[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して下さい。 

 

24. ABS ﾓｰﾀﾎﾟﾝﾌﾟが停⽌し、作動⾳が聞こえなく
なったら、ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝを OFF にし、ﾘｻﾞｰﾊﾞﾚﾍﾞﾙ
ｽｲｯﾁ⽤ｺﾈｸﾀを元に戻してください。 
その後[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押して下さい。 

 

25. 以上でｴｱ抜き作業は終了です。 
各ｼﾘﾝﾀﾞｰのﾌﾞﾘｰﾀﾞﾌﾟﾗｸﾞの締め付け、ﾌﾙｰﾄﾞの
漏れの点検、故障ｺｰﾄﾞの消去を⾏って下さい。

 

26. [ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、[ ABS ｻﾎﾟｰﾄ ]画⾯に戻
ります。 

27. [ NO ]ﾎﾞﾀﾝを押し、[ ﾄﾖﾀﾒｲﾝﾒﾆｭｰ ]まで戻り
ます。 

28. TPM1000 を⾞両から外します。 

 


	File3_Part3
	File3_Part4
	File3_Part5

